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５ 大腿骨頚部骨折の早期手術割合 

６ 大腿骨転子部骨折の早期手術割合 
 

   

 指標の説明・定義  

 
大腿骨頸部骨折や大腿骨転子部骨折は、ガイドラインではできる限り早期の手術を推奨され

ています（Grade B 大腿骨頸部／転子部骨折診療ガイドライン 改訂第 2 版）。 
 

 ※「日本病院会 ＱＩプロジェクトより」より引用  

   

 〔５ 大腿骨頚部骨折の早期手術割合〕  

  分子 分母のうち、入院 2 日以内に手術を受けた患者数  

  分母 大腿骨頚部骨折で入院し、大腿骨折の手術を受けた患者数  

 〔６ 大腿骨転子部骨折の早期手術割合〕  

  分子 分母のうち、入院 2 日以内に手術を受けた患者数  

  分母 大腿骨転子部骨折で入院し、大腿骨折の手術を受けた患者数  

     

 結果  

 〔５ 大腿骨頚部骨折の早期手術割合〕  

 

 

 

   2021年度 2022年度 2023年度   

  分子 37人   64人   71人     

  分母 88人   90人   95人     
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 〔６ 大腿骨転子部骨折の早期手術割合〕  

 

 

 

   2021年度 2022年度 2023年度   

  分子 33人   83人   78人     

  分母 84人   95人   91人     
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